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地方史の共通性を軸にした地域素材の教材化
一奈良県における百姓一揆「‾芝村騒動」を事例として－
The Teaching Plan of Regional Material
Based on Community of Local History― Using ａ past fact “Sibamura Soudou” occ red Ill Nara 一
１。はじめに
中学校社会科歴史的分野の教科書では
，「百姓一揆」
の原因として税負担の過重
・ききんの発生などがあげ
られていることが多いＯしかし
，授業のなかでこれら
の原因にのみとどまっていては
，生徒たちに，より豊
かで鮮明な時代像をとらえさせることは困難である
。
匚なぜ幕府諸藩は税負担を重くしたのか。」厂農民を百
姓
一揆にかりたてるほどに，日常生活を疲弊させるも
のは何だったのか
。」これらの背景に着目させなけれ
ば
，真の時代像が見えてこないと考えた。そこには，
自給自足経済を建て前とする幕藩体制を根底からゆる
がす急速な商品経済の発達と商業資本の増大が存在す
る
。本論文では，大和国の芝村藩における「芝村騒動」
という地域素材の教材化について述べる
。「芝村騒動」
も年貢負担の過重が原因であると
一般的に認識されて
いるＯしかし
，経済史的に見 ，その背景には，商
品経済の発達
，商業資本の流入が確認されている。こ
の点に注目して
，この騒動を分析する。さらに，他の
地方史に見る「百姓
一揆」と比較検討することで，そ
の共通性を探り出し
，「芝村騒動」を日本の全体史に
位置づけようとした。
２
．地域素材「芝村騒動」について
（1）「芝村藩」の概要
芝村藩は
，織田信長の弟織圧I有楽斎の四男長政
が
，元和元年(1615年）１万石の領地を与えられ
戒重（奈良県桜井市）に陣屋を構えたことに始ま
る
。その後，宝永元年(1704年）四代長清の時代
に
，長い間の懸案であった，芝村（同じく桜井市）
への陣屋移転の許可が幕府より降りた。移転の理
由は
，戒重の地が藩領の中心から離れ年貢の収納
に不便で
，かつ狭苦しい状態であるからとのこと
であった
。ところが，長清か間もなく亡くなった
こと
，さらには財政の窮乏もあって，移転事業は
長い中断を余儀なくされた
。ようやく移転が実現
したのは延享２年(1745年）七代輔宜のときであっ
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た
。移転に着手してから，実に40年の歳月が経過
していた
。念願の陣屋移転がかなった背景には，
藩財政にゆとりの生じたことがあげられる
。享保
18年(1733年）輔宜が家督を相続して藩政の立て
直しに
っとめた。その間，元文２年(1737年）大
和・摂津の天領１万３平石余を預けられたこと
に始まり
，預かり地は増える一方で，延享３年
(1746年）には
，８万９平石余の地を預かるにい
たった
。わずか１万石の大名ながら，広大な預か
り地は
，藩財政に一定のゆとりをもたらした。大
和の天領は
，このころ近隣諸藩の預かり地になる
ところが多く
，一時天領20万石のうち，15万石近
くにも達した
。なかでも芝村藩の預かり地が増大
した理由は
，預かり地における年貢増徴を実現さ
せたことにあった
。寛保元年(1741年）には，そ
の功により幕府から褒美を賜っている
。（①）
（2）「‾芝村騒動」を起こした地域の特性
①無地高
匚芝村騒動」を起こしたのは，十市郡（現在の
橿原市
・桜井市・田原本町にまたがる地域）の葛
本
・木原・常盤・新賀・内膳・石原田・膳夫・下
八釣（以上現在の橿原市）
，吉備（現在の桜井市）
の９か村であった
。（地図一１参照）この９か村
は
，いずれも天領であるが，かつて郡山藩領に属
していたことがあった
。その際，郡山藩は，石高
100石につき３石ずつの夫米を徴収するため
，幕
府に願い出て
，実質12万石表面15万石の石高に
してもらった
。結果村々の石高は一斉に２割半増
しとなった。これを無地高と称した。ただし，無
地高は
，年貢の割付では差引かれるのが慣例であっ
た
。ところが，芝村藩預かりになるとともに無地
高は差引かれず
，そのまま毛付高に加えられた。
このことが
，いかに厳しい年貢負担に結びついた
かを示すのが表
－１である。表中の葛本村は，
匚芝村騒動」を起こした村のひとつであり，萩本
村（現在の橿原市萩ノ本）は，藤堂藩（現在の三
重県津市）預かりの天領であった。宝暦２年の取
米率 は，萩本村が５割を超えていないのに対して，
葛本村は８割近いものとなっている。（②）
（地図一１）　　　 （地図一１の拡大図）
(表－１) 葛本村の取米率の変化(③)
年　　 度
葛　本　村
取　米　率
萩　本　村
取　米　率
享 保 ３ 年 0,3456 0,2197
寛 保 元 年 0,551-5 0,4208
宝 暦 ２ 年 0,784 0,4847
②綿作
大和は，綿作の先進地であったが，なかでもこ
の一帯は，綿作率の高い地域であった。これにつ
いて，『田原本町史』には次のように書かれてい
るO
17世紀後半には，ほぼ全村域で作付するよう
になっているのである。田原本地域をはじめ奈
良盆地の中央部では，その後明治に至るまで，
30%,  40% の高率でもって，綿の作付が続けら
れたのである。（④p.348)
奈良盆地中央部には，用水困難な村が多かった
ため稲作ばかりではたちまち水不足に陥る。綿作
率を高くすることでその点を補っていた。また，
十市郡は大和でも有数の商業都市である今井町・
八木町に近 く，商品経済の発達しやすい環境にあっ
た。（地図一１参照）このことも， 綿作をさかん
にした重要な要因である。（⑤）
（3）「芝村騒動」の概要
芝村藩預かりであった十市郡９か村（２の（2）①
に記載） は，年々かさむ重税に苦しんでいた。す
でに何度も年貢の減免を願い出ていたが，まった
く相手にしてもらえなかった。宝暦3  (1753 年）
は，大雨による河川の洪水で大和の各地が大 きな
被害を受けた。結果，この９か村においても，木
綿・稲作とも大不作となった。ところが，芝村藩
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が示めした年貢割賦書は作柄を無視したおびただ
しい銀高であった。早速，芝村役所に御容赦を願
い出たが聞き入 れられず，さらに南都奉行所に願
い出たが取り上げられず，ついに１１月，京都町
奉行所へ箱訴訟するに至った。訴状には，「芝 村
藩預かりになって以来年貢は年ごとに増えている。
百姓 は，衣類・諸道具・田畑を質入れしたり，青
田米売りや青麦売りまでして，やっと年貢を納め
ている。」ということや，「嘆願の末，銀高は２分
９厘引いてくれることになった。ところが，その
後また２分半掛けにされてしまった。これで は，
また年貢を増やされかねないので，不作の証拠と
して稲を刈り取ってしまうわけにはいかない。」
さらに，匚芝村藩からの預かり替えをお願い した
い。」といったことまでも記されている。
さて，箱訴訟は合法的手段であっても，稲刈り
の拒否・徒党強訴の行動を取ったことは，幕府の
掟に背くことになる。そこで，まず21人が，12 月
芝村藩役人に付き添われ江戸に下り，勘定奉行の
もとで厳重な取り調べを受けた。さらに翌年 の３
月には，稲刈り拒否に加わった十市・式下・葛下
の３郡 の村々からも参考人として召 し出される者
が多数現れ，実に総数221 人にのばった。取 り調
べのなか38人もの獄死者を出したのち，宝暦５年
(1755年）の８月に裁定が下った。 そ の内容 は，
死罪１人（取り調べ中に獄死），三宅島・八丈島・
新島への遠島４人，追放32 人というものであった。
しかし，その功あって，関係村々への課税は大い
に減額された。このことは，葛本村の課税のよう
す（表－２）からもうかがうことができる。（⑥）
（表－２）葛本村の納合銀（⑦）
宝暦２年(1752 年） 53貫匁余
宝暦３年(1753 年） 25貫匁余
宝暦４年(1754 年） 36貫匁余
３。「百姓一揆」の共通性
（1）「芝村騒動」と他の地方史に見る「百姓一揆」
の分析
表－３は，「芝村騒動」及び， 他の地方史 に見
る18世紀以降の「百姓一揆」に関するものである。
この表にもとづいて，「百姓一揆」の分析を行った。
①原因と背景
ａ税負担と凶作・飢饉
いずれの百姓一揆でも，原因・背景に年貢増徴・
専売制強化・特別税賦課のいずれかが存在する。
このことは幕府諸藩の財政難克服のしわ寄せであ
ることは明らかである。また，凶作・飢饉が原因・
背景であるものは，「芝村騒動」 を含 んで ８件に
のぼるが，それのみが原因・背景であるものはひ
とつとしてない。常に最低限度の生活を強いる過
重の税負担が前提となっていると考えられる。
ｂ商品経済・商業資本
匚百姓一揆」の原因・背景としての，商品経済・
商業資本の農村への浸透について見る。Ｂ（表中
「会津寛延一揆」を示す。以後， 同様に記号で示
す。）・Ｃでは，原因・背景として商品経済・商
業資本の浸透を確認することができなかった。し
かし，Ａ・Ｄ（芝村騒動）・Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉ
では，商品作物栽培または家内工業という点で，
そのことが確認できる。たとえば，Ｆでは，特産
物の藍を，藩が株座をつくって強制的に安く買い
上げようとしたことが原因である。また，Ｇでは，
農民 の重要な収入源であった絹，Ｈでは，同じく
和紙に対して藩と特権商人が結託して統制を加え
ようとしたことが原因である。またＤ（芝村騒動）
・Ｅ・Ｈでは，商業高利貸資本が農民生活を圧迫
している。さらにＩ・Ｊでは，原因・背景の中核
をなすものが物価高騰である。この表では，10 件
のうち８件の原因・背景のなかに商品経済・商業
資本の浸透が位置づけられている。
②対象
Ｄ（芝村騒動）以外の一揆では，村役人・大地
主または商人が対象に含まれている。村役人・大
地主が対象に含まれるＡ・Ｂ・Ｃ・Ｅ・Ｇ・ Ｉ ・
Ｊでは，彼らが藩権力と結びつき，あるい は高利
貸し的行為により，づ投農民から搾取する側に立っ
ている。また，商人が対象に含まれるＡ・Ｅ・Ｆ・
Ｇ・Ｈでは，彼らが藩権力と結びつく特権商人と
して専売制に加担したり，高利貸しを行ったりし
て農民の生活を圧迫しているＯさらにＩ・Ｊでは，
商人たちが自らの利益のために物価高騰をあおり
農民の生活を圧迫している。いずれにしても商品
経済・商業資本の浸透が，農民の生活を著しく追
いつめているということである。
③要求
年貢減免 の他，専売制緩和やＢの借米利息 の引
き下げ，Ｃの用銀返済，Ｄ（芝村騒動）の預かり
替え，Ｇの絹糸改め所の廃止，Ｉ・Ｊの物価引き
下げなど要求は多様化している。この多様化 の背
景には，単なる年貢の増徴だけではなく，進む商
品経済・商業資本の拡大を利用した収奪方法の一
般化ということが存在する。
④まとめ
原因・背景が，商品経済・商業資本である場合，
即ちＡ・Ｄ（芝村騒動）・Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉ・
Ｊでは，Ｄ（芝村騒動）以外はすべて百姓一揆の
対象に商人が含まれている。そして要求では，Ｄ
（芝村騒動）以外は，専売制緩和や物 価引 き下げ
など商品流通に関するものが掲げられている。さ
て，Ｄ（芝村騒動）だけが，対象に商人を含んで
いない。従って，一般的に芝村藩の年貢増徴のみ
が原因・背景であると認識されている。しかし，
（表－３）百姓一揆分析表
百 姓 一 揆 の 名 称 Ａ大聖寺一
揆：加賀
Ｂ会津寛延
一揆
Ｃ讃岐寛延
一揆
Ｄ芝村騒動 Ｅ久留米 藩
一揆
Ｆ 阿波藍玉
一揆
Ｇ上州絹一
揆
Ｈ武左衛門
一揆：伊予
Ｉ甲州一揆 Ｊ加茂一揆
：三河
発　 生　 時　 期 1712 1749 1750 1753 1754 1756 1781 1793 1836 1836
原因
と
背景
凶 作 ・ 飢 餓 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
税 負 担
年貢 増徴 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
専 売 制 ○ ○ ○ ○ ○
特 別 税 ○ ○
商品経済
商業資本
商品作物 ○ ○ ○ ○ ○ ○
家内工業 ○ ○ ○ ○ ○
高利貸 し ○ ○ ○
そ の 他 物価高騰 物価高騰
対象
幕　 府　 ・　 藩 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
村 役人 ・ 大 地 主 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（ 特 権 ） 商 人 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
要求
年　 貢　 軽　 減 ○ ○ ○ ○ ○ ○
専 売 制 緩 和 ○ ○ ○ ○ ○
特 別 税 廃 止 ○
食　 糧　 供　 給 ○ ○
そ　　 の　　 他
借米利息の
引 き下げ
用銀返済 預かり替え 絹糸改所 の
廃止
米の安売り
借り米
物価引き下
げ
行動
内容
逃　　　　　　 散 ○
徒　 党　 強　 訴 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
打 ち　こ　わ　し ○ ○ ○ ○ ○ ○
そ　　 の　　 他 稲刈り拒否 武力 抗争 計画失 敗
注：○ は最 も直接的 な原因 をあらわす。
［こ の表 の作成 にあ たって の， 参考文 献］
『日本大百科全書』1 ・ 5 ・ 7 ・ 8 ・10・14・20　 小 学館　1988. 9
林基　「享保 と寛政」『国民 の歴史』16　 文 永堂　1972.  8
奈良 本辰也　「町人 の実力」「日本 の歴史」17　 中央 公論社　1982. 12
北島正 元　「幕藩制 の苦悶」「日本 の歴史」18　 中央公 論社　1985. 3
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商人が対象になっていなくても，商品経済・商業
資本の拡大がその背景に存在している。それでは，
「‾芝村騒動」に関わる地域において， 商品経済・
商業資本の拡大が，どの程度農民 の生活を圧迫し
ていたのだろうか。次の（2）で は， このことを明ら
かにすることによって，他の地方史に見る「百姓
一揆」との共通性を探る。
（2）「‾芝村騒動」と他の地方史に見る 匚百姓一揆」
の共通性
商品経済・商業資本の拡大が，「芝村騒動」 に
関わる地域の農民の生活をどの程度圧迫していた
かを次の視点から明らかするＯ
①商品作物「綿」の栽培　　②肥料購入
③石代納にみる収奪　　　　④まとめ
①商品作物 匚綿」の栽培
元禄期前後において，大和は全国でも有数の綿
作地帯であった。このことについて，谷山正道氏
は，次のように述べている。
元禄～享保期を中心に，18世紀前半期にかけ
て大和の綿作はピークに達し，中和地域では田
方綿作率50％～70％を示す村々すら出現するに
至っている。（⑧ｐ.4）
表－４は，谷山氏の作成した 匚17世紀後半～18
世紀前半の綿作率」の表（⑧ｐ.5）からの抜粋で
ある。「芝村騒動」に関わった村々の綿作率の高
さが，よくわかる。
（表－４）
村　　　名 年　　　度 綿 作 率
十　市　村 享保19 (1734) 39.7
新　賀　村 寛保4  (1744) 50.0
下 八 釣 村 延享1  (1744) 45.0
葛　本　村 宝暦2  (1752) 31.6
こ の よ う に 盛 ん と な っ た 綿 作 は ， 農 民 た ち に ど
の よ う な 影 響 を 及 ぼ し た の だ ろ う か 。
『 橿 原 市 史 』 史 料 編 に 次 の 史 料 が あ る 。
「 綿 売 買 ノ 触 書 二 付 乍 恐 以 書 付 奉 願 上 候 」
こ の 史 料 は ， 綿 の 販 売 に 関 わ っ て の も の で あ る 。
綿 繰 屋 ・ 綿 仲 買 の 株 仲 間 の 結 成 に 対 し て ， 安 永 ２
年(1773 年 ） 芝 村 藩 預 か り の 村 々 が ， 南 都 奉 行 所
に 綿 の 自 由 販 売 を 求 め て い る の で あ る 。 そ の 内 容
を 以 下 に 要 約 す る 。
Ｆ 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一●
我 々 の 綿 作 は ， 年 貢 上 納 銀 を こ し ら え る こ
ｌ
ｉ
と が 専 ら の 目 当 て で あ る 。 こ れ ま で ， 当 国 は
ｉ
： も ち ろ ん の こ と
，
遠 国 ・ 他 国 の 買 い 手 へ 手 広 ｌ
ｌ く 売 っ て き た 。 と こ ろ が ， こ の 度 の 触 れ 書 き ：
冂こ従った場合，綿の値段が下がってしまう。
１これでは，年貢銀の調達に差し支える。困窮
? ? ?
－64 －
ｌする百姓 のなかには，綿かできしだい値段に
ｌ見積 もって返済するということで綿屋や有力
：な百姓から借金している者も多い。このよう
：な状況なので，どうかこれまで通り自由に販 １
ｌ売 さ せ て ほ し い 。
I 一一一一一--一一
? ?
( ⑨pp.654 ～656 要 約 島 田)
史 料 か ら は ， こ の 地 域 が ， す っ か り 商 品 経 済 に
は ま り 込 ん で い る こ と が わ か る 。 ま た ， 商 品 経 済
の 農 村 へ の 浸 透 が ， 農 民 の 窮 乏 化 を 進 め て い る よ
う す も う か が え る 。 史 料 に 見 ら れ る よ う な 大 和 の
綿 へ の 流 通 統 制 の 動 き は ， 谷 山 氏 に よ る と17 世 紀
の 末 ご ろ に ま で さ か の ぼ る こ と が で き る 。
明 和 ４ 年(1767 年) に は ， 伊 勢 屋 宇 右 衛 門 の
斡 旋 に よ っ て ，
年 々 都 合 銀 １ 貫200 匁 を 奈 良 奉
行 所 に 上 納 す る 形 で ， 匚和 州 江 戸 注 文 繰 綿 買 次
問 屋 仲 間｣ 株 が 公 許 さ れ ，17 世 紀 の 末 頃 以 降 江
戸 の 問 屋 の も と に｢ ‾買 次 問 屋｣ と し て 系 列 化 さ
せ ら れ つ つ あ っ た 在 郷 町 を 中 心 と す る17 ～8 軒
の 繰 綿 問 屋 の う ち ，13 軒 が こ れ に 加 入 し て い る 。
( ⑧pp.8 ～9)
史 料 に 見 る 安 永 ２ 年 の 株 仲 間 の 結 成 は ，17 世 紀
末 に 始 ま る 系 列 化 の 延 長 線 上 に あ る 。 綿 作 を 行 う
農 民 の 利 益 を 搾 取 す る 動 き は ， 大 和 の 綿 作 が 盛 ん
と な っ た17 世 紀 末 ご ろ に は ， す で に 存 在 し て い た
と 考 え ら れ る 。
② 肥 料 購 入
大 和 の 綿 作 が 盛 ん と な る 元 禄 期 は ， 同 時 に 金 肥
の 使 用 が 顕 著 と な っ た 時 期 で も あ る 。 農 民 は ， 綿
な ど の 商 品 作 物 の 販 売
， そ
し て 金 肥 の 購 入 と い っ
た 点 て 商 品 経 済 に 巻 き 込 ま れ て い っ た 。 こ の 金 肥
購 入 に 関 わ っ て
，
『 橿 原 市 史 』 史 料 編 に 次 の 史 料
が あ る 。
｢ 肥 シ 代 高 騰 二 付 願 上 書｣( 正 徳 ４ 年(1714 年) ４ 月)
こ の 史 料 は ，
大 和 の 天 領 の 農 民 が
，
肥 料 代 借 り
受 け に つ い て ， 奉 行 所 へ 願 い 出 た も の で あ る 。 こ
の 内 容 を 以 下 に 要 約 す る 。
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一- 一一ｌ　
肥 料 代 が た い へ ん 高 く な る の で 難 儀 し て い
Ｆ
Ｉ る 。 こ の20 年 間 を 見 て も 次 の 通 り で あ る 。 最 ：
｜ 初 ５ 年 間 は
，
干 鰯 一 駄 の 代 銀 は 米 に 見 積 も っ
｜
： て 平 均 ５ 斗 ３ 升 余 り ， そ れ が ， 次 の ５ 年 間 で ：
凵 ま平 均 ６ 斗 ７ 升 余 り
， そ の
次 の ５ 年 間 は 平 均 ｌ
：　９ 斗 余 り
，
去 年 ま で の ５ 年 間 で は 平 均 １ 石 ２　 ：
１ 升 余 り と 肥 料 代 は 高 騰 を 続 け て い る 。 そ し て ， １
：今春においては，
? ?
?
?
‐
干鰯一駄は米に見積もって ：
２石余りに当たる。いまや肥料を自力で買う
ことができる者は１か村に１人か２人である。
?
‐ ? ? ?
ｌ その他は肥料商人に借りて耕作してきた。と １
｜ ころが，これほど肥料代が高騰しては，肥料 ｜
| 商人も例年のようには貸してくれない。この
１ような状況であるから，どうか肥料代拝借の
沛然 芒ご汎いj
（⑨pp.879 ～881 要約島田）
肥料代の高騰によって農業経営が成り立たなく
なった村々からの訴えである。この村々のなかに，
「芝村騒動」に関わった葛本村・木原村・八条村
（田原本町）などが含まれている。
③石代納にみる収奪
大和の天領では，年貢納入に際して石代納が次
第に一般化されていったＯ石代納とは，生産物を
換銀して幕府の指定する石代銀納値段に基づいて
年貢を納めることである。この石代納を利用した
収奪のようすを見る。『斑鳩町史』 にあ る宝永７
年（1710 年）厂幕領23 か村願書」という史料には，
このように出ている。
「年貢納入の値段が，実際の値段よりも１石
につき25・ 6匁高いので，たいへん迷惑してい
る。」（⑩p.424  )
また，『橿原 市史 』 史 料編 にある宝暦 ３年
(1753 年）「十市郡村々御箱訴諸事留帳」という史
料のなか，葛本村に関する覚え書きには，次のこ
とが記されている。
厂米１石の実際の値段41 匁５分に対して，十
分の一大豆銀納値段は47匁２分３厘４毛，９分
米銀納値段は50 匁９分 ８厘２毛である。」（⑨
pp.36 ～42）
このような形においても搾取されていたことが
わかる。この石代納の実施は，当然，大和国の十
分な商品経済の発達ということが前提にあったと
言える。
④まとめ
厂芝村騒動」の原因・背景には商品経済・商業
資本の拡大が存在する。ところが，騒動の対象に
商人が含まれていない点で，他の地方史に見る，
同様の原因・背景をもつ 厂百姓一揆」とは結びつ
きにくかった。しかし，この騒動に関わる地域の
商品経済・商業資本のようすを明らかにすること
で，他の地方史にまさるとも劣 らぬその拡大・発
展め状況をつかむことができた。「芝 村騒動」 に
関わる地域の農民たちは，すでに商品経済・商業
資本の波に翻弄される環境に陥っていたのである。
４．「芝村騒動」を組み込んだ授業構成
（1） 教材化の視点
①18世紀以降の「百姓一揆」の原因・背景として
存在する「商品経済・商業資本の拡大」を明確に
②①の視点を共通項として，「芝村騒動」と他
の地方史に見る「百姓一揆」 とを比較検討し，
「芝村騒動」を全体史に位置づける。
ａ．単元をつらぬく問い
匣 石 璽 国
ｂ．ａを支える問い
b ― 1.なぜ剔猫藩は｡過度な税をﾋ 昌ﾞ 豐 霊 〒|
b-2.なぜ自給自足を原則とする居 詈 歸
C. b-1 ・ｂ－２を支える問い
ｂ － １ を 支 え る 問 い
･･･4･･●-----･■----■---･----4･････---･■--
i b-1-ｱ. なぜ幕 府 諸 藩 の財 政
卍
｜ 苦 しくなった のだろうか．　　 ｜
: b-1  -ｲ.  w は どのよ う
ぷ
｜　して､ 財政難 を克 服 し よ うと し た|
｜ の だろう衂　　　　　　　 ｜
■ b ―  1 -ｳ. 農 民の日常生活 は ど
ぷ
｜　よ うであったろ う衂　　　　
ｊ
b-1-ｴ. 縣 にと って; 税負担 は|
｜　ど れほと過 重であ ったろうヵ、　 ｜
:… … … … … … … … … … … …._.j
ｂ － ２ を 支 え る 問 い
｢9-- ■-･爭･●･--- ■--■-■---- ■････ ■櫑･･-■-■--■･
i  b-2-ｱ, 農 民 は ど の よ う な 嶌 剛
卜 纎 入 し て い た の だ ろ う 叭　　 ｉ
ｊ ｂ － ２-ｲ. 農 民 叺 ど の よ う な 濆 剛
ｉ 作 吻 を 栽 培 し て い た の だ ろ う 圦　 ｉ
!b-2-0. な ぜ 農 村 に 家 内 工 業 刎
１　 発 展 し て い っ た の だ ろ う 圦　　 ｜
i b-2-ｴ. な ぜ 高 利 貸 し に 頼 る 剃
｜ 勵 洩 れ た の だ ろ う 衂　　　　 ｜
●.......･･･---･---- ■-- ●･･･φ---- ●･-----･･J
(3) 小単元の指導計画
｢幕府政治の改革と百姓一揆｣
ね　 ら　い 時 学 習 活 動 ・ 内 容 及 び 資 料
小単元 の学習 課
題を予測する，
商品経済の発 達
が農村社会にど の
ような変化を もた
らしたかをつかむo
１
文章資料「財政難に悩む大名」とグラフ「幕 府
財政の悪化」・「百姓一揆・打ちこわしの件数」
から課題を予測するo
なぜ百姓一揆が起きたのだろうかo
綿・菜種･ 藍などの作物が，どのよ うな商品
の原料として必要だったのかを話し合う。【b －
2 －イ】
文章資料『綿作と農民」を見て, 綿作りには，
どのような危険性があったのかをまとめる， そ
して，なぜ危険性のある綿作りを行ったのか話
し合う。[b  ― 1 - ウ】・【b －1 －エ】
商品経済の発 達
が幕府諸藩に与え
た彫響を考える。 ２
文章資料「幕府財政の窮乏と貨幣改鋳」・「財
政難に悩む大名」を もとに，なぜ幕府諸藩が財政
難となったかを話し合う。
繝吉の政治，正徳の治の内容を，財政面を中心
にしてまとめる。【b-  1 - ア】
幕府政治を 立 て
直すために行わ れ
た，改革の内容を
把握する。
３
享保の改革の内容を調べる。また，グラフ「幕
府財政の悪化亅，文章資料「公事方御定書」を も
とに，改革のねらいが，財政立て直し・身分制の
引き締めにあったことを知る。
身近な地域 の歴
史事象｢ 芝村騒動｣
について知る。
疑問点を見 い出
す。
４
文章資料「芝村騒動」，スライド「芝村藩陣屋
跡」・「義民を称える石塔」（自作）を もとに騒
動の内容を整理する。
疑問に思ったこと，調べたいと思ったこと，感
想などを出し合う。
出し合った内容を整理する。
追究 課題をっ か
む。
５
疑問点を幕府・芝村落・ 農民 の３つの観点で
整理して，追究課題とするo
幕 府
Ａ．なぜ幕府は，天領を芝村落に預けたのだろう
か。【ｂ－１－イ】
芝村落
Ｂ．なぜ芝村藩は，無理な年貢取り立てを行った
のだろうかｏ【ｂ－１－イ】・【b-l- エ】
農 民
Ｃ．農民の暮らしのようすはどのようであった
ろうか。【b-1  - ウ】・【b  - 2 -ｱ 】【b －
2 －イ】・【b  ― 2 ―ウ】・【b-2- エ】
Ｄ．なぜ芝村藩からの預かり替えを要求 したの
だろうか。【ｂ－１－エ】
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予想して追究 の
目安をたてるo
５ 「芝村騒助」に関わる資料，及び既習事項を もと
に，グル プー単位でＡ～Ｄの課題の予想をたてる。
課題を解く。 ６
７
木村博一氏の「『芝村騒動』覚書」･橿原市史 か
らの抜粋資料をもとに，予想の検証を行うo
幕 府：Ａ．なぜ幕府は，天領を芝村藩に預けたのだろうかo
芝村藩：Ｂ．なぜ芝村藩は，無理な年貢取り立てを行ったのだろうか。
農 民：Ｃ．農民の暮らしのようすはどのようであったろうかｏ
Ｄ．なぜ芝村落からの預かり替えを要求したのだろうかo
A の解：享保の改革以降，幕府は，土地の状況にくわしい大名に天領
を預けて，年貢の増徴を図ろうとしたo
B の解：もともと小藩である芝村藩は，財政難克服の手だてを広大な
天領の年貢徴収手数料に求めていた。
Ｃの解：干害などの自然災害，年貢負担の増大が，人々の生活を著し
く圧迫していた。また，彼らの生活は，すでに商品経済・ 商業
資本と十分に結びついていた。
Ｄ の解：芝村落の年貢取り立ては，近隣の他藩と較べてたいへんきび
しいものであった。さらに減免を願う農民たちへの対 応にも誠
意が欠けていたo 以上のことから，農民たちは芝村藩に絶望感
を抱き，預かり替えを願い出たo
-
「芝村騒動」の原
因・背景を理解する
７　　問い「なぜ芝村騒動が起きたのだろうか｡」を各|
自で，ノ トーにまとめる，
-
｢なぜ芝村騒動が起きたのだろうかo｣
商品経済・商業資本の浸透は，農民の消費支出を増大させるととも
に，生活を不安定なものとする要因となった。その上，度重なる年貢
の増徴により，農民は疲れきっていた。それにもかかわらず芝村藩は，
財政難克服の手だてを年貢の増徴に求めた。生活の道を閉ざさ れた農
民は，自らの生活と生命を守るために立ち上がった。
-
「芝村騒動」と他
地域の「百姓一揆」
を比較して，その共
通点と相違点を見つ
ける。
８
「久留米藩一揆」・「阿波藍玉一揆」・「上州絹一
揆」・「武左衛門一揆」の中から，グループごとに
Ｉつ選んで，原因・背景を中心とした一揆のようす
を調べる。その視点は以下の２つとする。
ａ．百姓一揆の原因・背景　ｂ．百姓一揆の対象
５つの百姓一揆を
総合する
９
調べた内容を発表する，
グル プーごとに，表にまとめる。
芝村騒助 久留米藩
一揆
藍玉一揆 上州絹
一揆
武左衛門
一揆
ａ
凶 作 ・ 飢 餓 ○ ○ ○
年 貢 増 徴 ○ ○ ○
專　 売　 制 ○ ○ ○ ○
特　 別　 税 ○
商 品 作 物 ○ ○ ○ ○ ○
家 内　工 業 ○ ○ ○ ○
高 利 貸 し ○ ○ ○
ｂ
幕 府　・　藩 ○ ○ ○ ○ ○
村 役 人　・
大　 地　 主 ○ ０
商　　　　 人 ○ ○ ○ ○
５つの百姓一揆を
総合的にとらえ，「芝
村騒動」との共通点
と相違点を考える。
９
共通点と相違点を，グループごとに話し合い， そ
の内容をまとめて発表する。
共通点
ア．凶作・飢餓のみが原因・背景である百姓一揆は見られない。
イ．原因・背景として税負担の過重が，すべてに存在するo
ウ．原因・背景として商品経済・商業資本の浸透が，すべてに存在する。
ェ、幕府・藩は，すべての百姓一揆の対象となっているo
相違点
オ.F芝村騒助丿以外は，原因・背景に専売制強ｲ匕が存在する。
カ．「芝村騒動」以外は，対象に商人が含まれる。
キ．「芝村騒助」以外の２つには，対象に村役人・大地主が含まれる。
相違点ォ・ヵを関
連づける。さらに，
その背景を共通点ウ．
に求める。
相違点キを調べて
対象となった原因を
つかむ。さらに， そ
の背景を共通点ウに
求める。
相違点ォ・カ・ キ
を含む百姓一揆が，
「芝村騒動」 にかか
わる地域でも起こる
可能性のあることに
気づく。
「芝村騒助」 にか
かわる地域に起こっ
た，相違点ォ・カを
含んだ百姓一揆をも
10
ォと力の関連として，専売制強化に加担した特権
商人が百姓一揆の対象となっていることを懿握する。
また，この背景には，著しい商品経済・商業資本の
浸透が存在することを理解する。
２つの百姓一揆から，対象となった村役人・大地
主が，茖の専売制の出先機関の役割を担っていたこ
と，また在郷商人として農民の生産・流通を支配し
ていたことをつかむ。さらに，この背景として，著
しい商品経済・商業資本の浸透が存在することを理
解する。
「著しい商品経済・商業資本の浸透の結果，百姓
一揆にォ・ヵ・キの事象が含まれることとなった，
「芝村騒動」にかかわる地域では，商品経済・商業
資本の浸透が，かなり進んでいる。従って, ォ・ヵ・
キの事象をともなう百姓一揆の起こる可能性は，十
分にある｡」ということを理解するo
「『芝村騒動』覚書」の中，安永２年（1773） か
ら５年にかけての百姓一揆について知るo
この百姓一揆が，綿繰屋・綿仲買の株仲間結成に
反対し，綿の自由販売を求めて展開されたものであ
とに，先の可能性を
実証する。
原因・背景を中心
とした百姓一揆の概
念をつかむO
つたことを把握 する，
「なぜ百姓一 揆が起きたのだろ うか｡」 と い う問
いに対する答えを，各自 がノート に整理す る。
｢なぜ百姓一揆が起きたのだろうか｡｣
自給自足を原則とした農業経済の上になりたっていた幕府諸藩の経
済体制は，商品経済の発達・商案資本の増大にともない崩れていった。
その影響は, 幕府諸藩にあっては財政難として現れ, 農村社会 にあっ
ては，農民の窮乏化・零細化として現れた。この２つの事象 の関連に
おいて。次のことが言える。前者が,｡その克服の手だてを後者4こ求め， ｡ に
続けた結果, 農民の生活の道を閉ざしたとき，農民 は，自らの生活
生命を守るため百姓一揆に立ち上がった。
注：【　】 は， ４の（2）「問い の構造」 との対 応を示 す。
〔 小単元の指導計画作成 にあ たって 参考 にした文献 〕
○文章資料「財政難 に悩 む大名」・「公 事方 御 定書 」， グラ
フ「幕府財政 の悪化」：「資料 カ ラ ー歴 史」 浜 島書 店編
集部　浜島書店　1993.  11.
０ 文章資料「 幕府財政の窮乏と貨 幣 改鋳 」：児玉 幸 多， 菱
刈隆永編　F 日本史史 料」 吉川弘文館　1982.  4.
０ グラフ「百 姓一 揆・打ちこわし の件 数」， 文 章資 料 「 綿
作 と農民」：熱 田公他 「中学 校社 会　 歴 史的 分 野」 大
阪書籍　1993. 2.
０文 章資料「芝村騒動」:「橿原市史」1987.3.
０ 「『芝村騒動』覚書」：木村博一 「日 本民 俗社 会史 研 究」
弘文堂　1989.  4.
０ 「橿原市史」：橿原市役所　1987.  3.
０ 文章資料「久留米藩一揆」・「阿波 藍玉一 揆」：奈良 本辰也
「町人 の実力」『日本の歴史』17　中央公論社　1982. 12.
０ 文章資料「上州絹一 揆」･「武左 衛門一 揆」： 和歌 森太 郎 他
「 武士 と 農民 」「 お はな し日 本 歴史 」 ８　 岩 崎 書 店
1977.5.
5. お わ り に
本 論 文 で は， 年 貢 増 徴 が 原 因 で あ る と一 般 的 に認
識 さ れ て い る大 和 国 の 「芝 村 騒 動 」 を 経 済 史 的 側 面
か ら 分 析 し た。 ま た， 他 の 地 方 史 に 見 る『百 姓 一 揆』
の 分 析 を も と に 分 析 表 を 作 成 し た。 そ の上 で ， 比 較
検討 し ， 共 通 性 を 探 り 出 す こ と に よ って 「芝 村騒 動」
を 日 本 の 全 体 史 に位 置づ け た 。
〔注及び引用文献〕
①木村博一「『芝村騒動』覚書」『日本 民 俗社 会史 研 究』
弘文堂　1969. 4.  pp.516～517,『橿原市史』本編下巻　橿原
市役所　1987. 3.  pp.148～149よりまとめる。
②木村博一　前掲書　pp.517～520,『橿原市史』 本編上巻　橿原
市役所　1987. 3.  p.263, 前掲書『橿原市史』本編下巻　pp.
150～153よりまとめる。
③前掲轡『植原市史』本編下巻　p.150の表より抜粋。
④『田原本町史』　田原本町役場　1986. 9.
⑤木村博一　前掲書　pp.544～545, 谷山正道「近世大和における
綿作・綿加工業の展開」広島大学文学部紀要　第43巻　1983.
12. pp.4 ～5，『斑鳩町史』 斑鳩町役場　1979. 1  . p.428 より
まとめる。
⑥木村博一　前掲書　pp.520～531, 前掲書『橿原市史』本編上巻
pp.263～264, 前掲書『田原本町史pp.361 ～364よりまとめる。
⑦木村博一　前掲書　p.530 より作成。
⑧谷山正道　前掲書
⑨『橿原市史』史料第３巻　橿原市役所　1986. 10.
⑩前掲書『斑鳩町史』
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